
長府ふ頭のなぞ 

～下関港と自動車工業とのつながりとは？～ 



下関市長府地区にある、長府ふ頭
にやって来ました。港で働いてい
る人たちが、鉄板を中国へ輸出す
るために外国船にのせています。 



ここで問題。この鉄板は、中国
へ運ばれ、何になるでしょう？ 



ここで問題。この鉄板は、中国
へ運ばれ、何になるでしょう？ 

      ⇩ 
中国の工場で、高層ビルを作る
鉄骨に生まれ変わるそうです！ 



長府ふ頭で 

なぞの物体を発見！ 



とんでもない大きさ
のタイヤでした！ 



正面から見ると･･･ 



 直径 ４.０２メートル 

(キリンの身長ぐらい) 

ブリヂストン下関工場で 
作られている超大型自動 
車用のタイヤ 
(世界一大きなタイヤで  
１本の値段は６００万円) 

 重さ ５.１トン 

 (力士３３人分) 



世界一大きなタイヤは、超大型
ダンプカーに使われます。 



長府ふ頭には、コンテナより
大きなタイヤが､あちらこちら
に置いてあります。 



超大型タイヤを輸出する時には、
左奥にあるジブクレーンを使っ
て大型貨物船に積み込みます。 

アメリカ合衆国とオーストラリアへ 

輸出されています。 





下関港のタイヤ輸出量と輸出額（平成２２年） 

項 目 データ 参 考 

タイヤ輸出量 ３２，９９２本 

タイヤ輸出額 ４０６億８１３２万円 全国の港で 

第６位 

門司税関 調査部調査統計課 参考資料を基に作成 



長府ふ頭のなぞについて
分かったことを、仲間と
伝え合おう！ 


